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論文

後藤光乗 、 祐徳 、 徳乗銘鏨線刻花押分銅 につ い ての 実証研究
＊
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1 ．は じめ に

　近 世 初期 の 織豊期及 び慶長 期 の 占分 銅に っ い

て の 研 究は 、岩 田重雄を 中心 に入 野博 の 所有 し

て い る伝 世品や 堺 の 環濠都市遺跡、大坂城趾 か

ら発 掘 され た各種分銅 の 研究を 中心 に進め られ

て き た 。 入 野 博所蔵 の 伝世 品及 び 堺、大 坂城 か

らの ltl土品で 後藤銘花押の ある分銅 は、後藤 四

郎兵衛 家第 4 代光 乗 （享禄 2（1529）年 一
元 和

6 （1620＞年）、弟 の 菱後藤家祐徳 （生没年不 詳）

銘鏨線刻花押の も の で あ っ た。

　最初に 確認 された の は 祐徳銘鏨 線刻花 押分銅

で あ り、花押 「高」 は天止 菱大判の 墨判 と同
一

で あ っ た。次い で 祐徳の ほ ぼ 同世代、兄 の 光乗

と甥 の 第 5 代徳乗 （天 文 19（1550）年 一寛永 8

（1631 ）年〉銘鏨線刻花押分銅 が 発 見 、確認 され た。

　現在、光乗 と比 定 し うる分銅は入 野博所蔵の

3 匁 1 面 と平成 14 （2002）年 大坂城址 出 土の 5

匁 1 面 で ある。また徳乗 と比 定 し うる もの は 山

田 研 治 の 所蔵す る 3 匁 1 面 、小 川 博に よ っ て 調

査 され た 松本 市博物館 ・日木 民俗 資 料館 （以 下

口本 民俗資料館 と略）の 20 両 1 面 で あ る。こ れ

らは い ず れ も鏨線刻花押分銅 で あ る 。

　以 ド、本稿 で は、上 記光 乗、祐 徳、徳 乗 の 伝

肚鏨線刻花押分 銅 と、大坂城址及 び 堺環 濠都市

遺跡 か ら出 土 した鏨線刻 花押分銅 を対比 検討 し、

次 い で 織 豊 期 か ら慶長 期 に か けて の 後藤 製分 銅

の 棒秤、 と りわ け銀秤 へ の 影響を伝 世銀 秤 の 刻

印か ら実証 的に論 究す る“．

2 ．後藤鏨線刻 花 押分 銅の 資料 と所 在

　後 藤家の 系 図 に つ い て は数 多くあ り様 々 議論

され て き が 、元 禄 2 （1689 ） 年 演 乗 （寛永

18 （164D 年 一
元 禄 6（1693）年）に よ り作成 され

た祖縁別 宗撰 「後藤家譜」
D

及 び 明治 ll （1840）

年 3 月後藤 光文 調製 「後藤 家
一

統 系 図 」
LV

を基

に 、古分銅期 の 宗家後藤四郎兵衛家 と菱後藤家

祐徳 との 系図を記す。以 「、その 系図を基に 光

乗、祐徳、徳乗銘鏨線刻花押分銅 の 出 ヒ状況 と

伝世品 の 所在を整 理す る 。

2 ， 1　 古分銅期の後藤系図 （部分）

（宗家後藤四郎兵衛家）

灘 繊

［総篶蘇
　菱後藤家 に つ い て

一
後藤

一
統系図」 で は 「菱

後藤條　乗真吉久三 男 小 三郎吉高后祐徳 ト云 。

是 菱後藤 ノ祖ナ リ ト云 々 、慶長 卜四年 ヨ リ金銀

吹破 判金究連判書ノ 内 二 、大坂後藤 良安、大坂

後藤乗訓 、同 後藤乗 以 、後 藤乗 喜等ア リ。是分

ヲ 菱後藤 ト云。然 トモ 、右等 ノ 死 年 并 r孫 如何、

不詳 ト云 々 」
3｝

と記 し て い る．，

　祐徳以外 の 菱後藤系 鏨線刻花押分銅 は森川 年

久が 所蔵 し て い る 固体数 1 面 の み で あ り 、今後

の 曳なる発 見 と西脇康に よ っ て 進 め られ て い る

菱後藤家 の 研 究を待た な けれ ばな らな い 、、

＊ 受付　2004 年 10 月 29 日　 　 ＊＊ 会員　 〒 277 −0941f ：

葉県東葛飾郡 沼 南町 高柳 1759 −7
＊＊ ＊ 〒271−0941 千葉 県 東葛飾郡 沼南町 大井 934 エ リカ マ ン シ ョ ン 9−309
＊＊ ＊ ＊ 〒 145−0065 東京都 大田区 東雪谷 ⊥

− 19−・1　 ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ 〒 387−OOI4長 野県 千曲川 市内 沢 109− 1

葺十量 史fi）F究 　26−2　［29］　20〔〕4，61
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2 ． 2　第 3 代後藤乗真

  遺構か らの 出土

　福岡博 多の 4 両 （1＞。以下 の （）内 の 数 字は個

体数 を示 す。当初 「久二 」 と銘 を誤 読 し、第 3

代乗真（永正 9（正512）年 一永禄 5（1562）年）と比

定 された が 「衣 二 」 と修正 され た
’t＞。こ の 結果

「後藤家譜」、光乗 の 条 40 歳 の 時 「時 巳 に黄金

と法馬詐欺並 び 興る 。 是に於 い て 又 之を し て 符

を黄金の 上 に書 し、篆を法馬 の 背 に刻 ま しむ。

（割 注 ） 符 は 俗 に 判 と 日 ふ 。因 り て 判 を 金 上 に 書 し、

判 金 と 号 す。法 馬 は 天 平 の 銅 錘 な り。倭 俗 に 是 を 分 銅

と謂 ふ 」
5） こ とか ら、鏨線刻 の 分銅 は光乗 40 才

以 降 、1570 年代末頃が始期で あ る と推測 される。

そ の 意味 で天 正 9 （1581）年の 後藤四郎兵 衛家

史料 の 織 田信長 の 「命」
6 ＞

は そ の 史料 的価値が

高 い 。

  伝世品 な し。

2 ． 3 　 第 4 代後藤光乗

  遺構 か ら の 出土

　大坂城址、5 匁 （D 、「大阪府文化財調査研究

セ ン タ
ー

調 査報告書第 74 集」
7）
。

　 調査 報 告 書で は徳乗 と 比 定 し た が 、 今 回 の 日

本 民俗 資料館の 調 査結果 とあわせ 、光乗 と比 定

す べ きで あ る 。

  伝 世 品

　 入 野 博所蔵 、3 匁 （1）。

  参 考貨幣資料

　塚 本豊次郎増訂 「口本貨幣史」 思文閣、大正

14 年、増補 図版第 13 号 「古丁 銀 」 の 写真
8 ） （昭

和 15 年すで に実物 の 所在不明 ）。 及 び草間直方

「三 貨圖 彙」。東京大学経済学部 所 蔵 無判金。

2 ． 4　 後藤祐徳

  遺構 か ら の 出土

　堺環濠都市遺跡 、
5 匁 （1）、「堺市文化財報告

第 49 集」
9 ＞。

　大坂城址 、4 両 （D 、前掲 「大阪府文化財調

査研究セ ン タ
ー

調査報 告書第 74 集 」。

  伝世品

　入野博所 蔵 、20 両 （1）、10 両 （1）、
5 両 （2）、

4 両 （1）、 2 両 （1）、1 両 （1）、4 匁 （2）、
3 匁

（2）、1 匁 （D 。

　山田研治所蔵 、2 匁 （1）。

  菱後藤家系鏨線刻花押分銅の 伝世品

　 森川年久所蔵、5 両 （1）。

　森川 年久所蔵の 分銅 の 計量及び 検証 に つ い て

は 、 今後 の 研 究課題 で あ る 。 す で に西脇康 は勘

兵衛家史料 か ら、菱後藤家 の 良安、乗訓 、乗以 、

乗喜 の 花 押を採取 されて い るが分銅用 の 極判 で

はな い
。 乗 訓 が嫡男で ある と西 脇康 は推測 され

て い る 。

  参考貨幣 資料

　 祐徳 墨判 の 天 正 菱大判は 天 正 16 （1588 ）年 、

17 （1589）年 （14 （1586）年 と解す る の は小 川

浩、塚 本豊次郎）及び 19 （1591）年 の も の が 確

認 され て い る。

2 ． 5　 第 5 代後藤徳乗

  遺構か ら の 出土　な し。

  伝世品

　 山 田研 治所蔵 、3 匁 （1）。

　 日本 民俗 資料館所蔵 、20 両 （1）。

  参 考貨幣資料

　分銅 と同
一
の 花押 を有す る判金 等未見で あ る

が 、装飾性 の 高 い 花押の 墨判 を有す る天 正 長 大

判、慶長大判が ある。高柳 光壽は栄乗 の 墨判 と

され て い る天 正 長大判 を後藤四 郎兵 衛 家史 料

（A−90）「歴代花押写」 （以下、（A−90）「花押 写 」

と略記） と同 じ徳乗 の 墨判花押 と し て い る 。こ

れ は 誤 りで あ り検証 史料 に 問題 が ある。高柳光

壽は 、後藤 四郎兵衛家史料 （A−87）「歴代花押並

紋覚書 （心覚）」 （以下 （A−87） 「心 覚」 と略記）

の 徳 乗 の 花 押 と 尾 張 徳 川 家伝 来 三 所 物 小 柄

「猩 々 舞図」 花 押 とを照合 し、正確 に比 定す べ

き で あ っ た。
10）

3　 光乗銘鏨線 刻花押分 銅に つ い て の 検証

後藤家 は天 正 9 （1581）年 10 月 15 日 付 、信
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長の 命 に よ り大判及び 分銅 役を受 け る。若 山泡

沫は 、伝世 史料 と合致する こ と か ら高 く評価 し

「これ は後藤家に とっ て画期的な こ とであ る。

こ の 時代 の 大 判は そ の 形状 が 不 定 で 、
．一・
枚 の 十

両 も
一

両 九匁 六 分ず つ に な っ て お り 、貫代
．一・

両

に っ き二 分ず っ を加 え、十 両の 量 目は 九十八 匁

で あ っ た j1 ］｝ と記す。若 山泡沫 の 見解 は 「遠藤

後藤系 圖伝 1 を引用 した高柳光壽 との 見解 に
一

致す る
IL’｝

。 当時 の 10 両 の 量 目 98 匁 と い う記述

は、判金 1 枚に相当す る印子金 の 量 目 と深 い 関

わ りを も つ
。

3 ． 1　 印子金 に つ い て

　印了
・金 に つ い ては 、坂倉九郎 次 「吾職秘鑑」

が 最 も直 接 的 な 史料 で あ り、印子 金 は 「此 の 金

往古多 く渡れ り、其時ハ 此邦 い ま た金 銀遣 ひ な

きゆ へ 、礼幣の もの に の ミ用ひ 来 り、大家 の 婚

姻等 に ハ 印子 お何枚お くり拝 とす る な と、栄曜

に用 い ける よ し、中華 よ り ハ 不 渡、皆蛮邦 の も
　 　 　 　 　 ア マカ ワ

の な り、亜 媽 港 を上 とす 、滝 州 こ れ に 次 ク 、

其外 南蛮船に ハ い つ れ も持渡 りける よ し、慶長

の 比 歟、京都 にて印子 を吹 出 し、渡 り印子 よ り

値段 賤 し か り し故専 らに京吹印子 を用 ひ ける よ

し、渡 り 印子 値 段 下値 二 な り、夫 れ よ り唐丹 持

渡 らす、

　
・
　 唖媽 港印子 金 目九拾八 匁　 　四拾四匁替

　 代元 禄金弐拾弐両壱分銀 壱匁三 分弐 厘

一
　潭州 印子 金 日 九 拾九 匁 七分 　四 拾 五 匁替

　 代元 禄金 弐拾弐 両銀九 匁 三分

一
　華印 子五 　　　　　　　　 四 拾八 匁替

　金 目四拾九 匁 r 分五 厘 」
L3）

　通 常、印子 金 は マ カ オ印 子金 にみ られ る よ う

に 吹 減損 2 分 で あ り、判 金 1 枚相 当で あ る。 し

か し 元 禄 10年 の 改め で は 「御改 之 節、数．i．．箱之

内 よ り五 ツ 出候て 改候 二
、 金 目 百 目宛在之 」

Iu

とあ る 。以上 か ら印子金 と後藤 の 花押 （光 乗及

び 元乗）が 描か れ て い る 東京 大 学所蔵 の 無判 大

判 金 の 質 量 166g の 再計測 と検証が今後必 要 に

なる
廟 。

　 現在 、江 戸 東京博物館 に 寄託 され て い る平尾

賛平蒐集 「旧 三和銀行金融資料館 」 所蔵印子金

の 質量に つ い て の 計測や分析等 、印子金 の 研 究

調査は極め て遅れて お り早急に対策が求め られ

る。同 時 代 の 太閤 分銅金 に つ い て は、岩 田重雄

等 に よ っ て す で に調 査 が進ん で い る。

　岩田重雄に よれ ば、 日本銀行貨幣博物館保管

の 太閤分銅金 10 両 （100 匁）、5 種 301 個の 標準

質量は 373．499g で あ り 「1 匁 ＝3．　73499 　g 」 で

あ っ た と記す
16）
。

3 ． 2 　 光乗期の 質量に つ い て

　 日本計 量史学会客員会員丘光明は 、明時代後

期 神 崇帝 （嘉靖 42 （1563 ）年一萬暦 48（1620）年）

萬暦 18 （1590 ）年銘 の 繭型分銅 の 検証を行 っ て

い る。丘 光明 は 6 個 の 組 分銅 か ら 1 両 あた り 平

均 37．13g換算で ある こ とを明 らか に し た 。さ ら

に こ の 検証 か ら萬暦 18 年銘分銅、60 両、100

両 が 、1 両 あ た り 37．14 及 び 37．1 に 調整 され て

い る こ とを明 らか に し 、当時の 質量 標準 は 「1

匁 ＝3．71g 」 で あ る と し た
LT）

。

　 また中根元珪 は 明時代 の 分銅 と 当時 の 我 が国

の 分銅 との 相 関性 を 「律原 發揮」元禄 10 （1697）

年 で 、「本邦制 ス ル 所 ノ 法馬、又 鋼 馬 ト日 フ 、俗

二 謂 フ 所 ノ分銅也 、十銭 ヲ 呼 ヲ
ー

両 ト日 フ 、是

二 知ヌ 、明 ノ制 ト與 ス ル 全 ト同キ コ トヲ 、璋家

幸 二 明制 ス ル 所 ノ法馬 数個有、各之 ヲ秤テ 両毎

九 銭几 分半強 ヲ 得 、微 卜銭 二 不満、其不 満所 以

ハ 、蓋人 手 ノ 襃翫 二 依ナ ラ ン ノ ミ 」
Is）

と記 し て

い る。

　 こ の 中根 元珪が 計量 し た 9 匁 9 分 5 厘 と萬暦

18 年 「1 匁 ＝ 3．71g 」 を基 に 1590年 の 口 本 で の

換算値 を導き だす と 「1 匁 ＝3，728g 」 で あ る。

太閤分銅金 とはわ ずか な が ら質量標準 が 異 な る、

　 大坂城址出士 の 5 匁 光乗銘鏨線 刻花 押 分銅 は

実測 「5 匁 ＝ 17．94g 、1 匁 ＝3．588　g 」で あ る
tg 〕

。

土中等 で 、損耗 に よ り減 じた も の と思われ る。

残念なが ら入 野博所蔵の 3 匁 鏨線刻花 押分銅 は

損傷激 し く計測す る に 値 し な か っ た 。

計量 史研究 26−2 ［29］2004，63
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3 ． 3　 光乗銘花押 「古丁 銀」 との
一致

　 「吾職秘鑑」 に は、「一、天 正 十六 年黄金 ノ大

判 小 判 ヲ造 プ ル
。 織 田 殿 ハ 財 ヲ生す る の 才略お

はせ しか ハ
、 國冨た り。 秀吉又 其才お わせ しか

ハ 、天 下 をし ろ し給ひ し よ り、天 下の 才を聚斂

し て 国用 を足 され き。天 正 十六年 に 大判小 判造

らる。是世に天正 十六年判 とい ふ もの な り。但

シ 是 よ り三年の 前、天正 十三年 の 秋、金賦 とて

大名小名 に金銀 を給 し、金五 千枚 、銀三 万枚、

され ハ 其頃、既に 大判丁 銀等ハ 存 し也 。 是 ハ 往

昔 よ り存 しもの に て 、十六 年 の 製 とハ 同 し か ら

さる歟」
20＞ とある。

　上記 「吾職秘鑑 」 の こ の 記述 か ら後藤花押 の

「古丁銀 」 を検証す る と、塚 本豊次郎 「増訂 日

本貨幣史」所収 の 増補 図版 13 号の 「古丁銀」（図

一 1 ）を見い だす。

　 増補図版 13 号の 「古丁銀」 は草間直方 「三 貨

圖彙 」 の 図版 と完全 に 合致す る。こ れ らの 「古

丁銀 」 の 花押は （A−90）「花押写 」 の 光乗 の 極判

と
…

致す る と、高柳光壽は 「後藤光乗 とそ の 作

品 に 就 い て 」
2D

で 指摘 し た。

　塚 本豊 次郎は 「三貨圖彙」 と合致す る 後藤銘

の 「古丁 銀」 を 「足利 氏 の 末、後藤徳乗光次の

鋳造 し た る も の ともい ひ 、或い は 天 正 年間、豊

公 の 命 に よ りて 、徳乗光次こ れ を鋳造 した るな

りと もい ふ 」
22） と記 し て い る。

　徳乗 は 「光基」 で あ り、塚本豊次郎 は後藤 四

郎兵衛家 史料 （A−98）第 16 代方 乗が 差 し 出 し た

「由緒書扣」 等 の 後期後藤四郎兵衛家史料 を利

用 したた め誤認 が多い
23｝
。こ れ らの 点 を踏 まえ

て 増補図版 13 号の 花押 を精査 す る必 要が あ る 。

筆者等 は今回 の 調査結果 か ら図版 13 号 の 「古丁

銀 」 の 花押が 入 野 博所 蔵 3 匁 （図
一 2 （a ））大

坂城址出 土の 5 匁 （図 一 2 （b）） の 光乗銘鏨線

刻花押分銅 に完全 に合致す る こ とを確認 した 。

　なお 、 高柳光壽が 対比 して い る よ うに前 田家

所 蔵 の 光 乗 の 三 所 物 （笄 ） と　（A−90） 「花 押写 」

とは合致する
24｝

が 、増補図版 13 号 「古丁銀 」

の 花 押 と は上部 に
一

部相違が残 る。 しか し基本

部分 は完 全に
一致 して お り、

「古丁銀 」の 花押 と

図
一 1　 「三 貨圖彙」 図版

（a ＞入野博所蔵、3 匁　 （b）大坂城址 出土、5 匁

　 　図 一 2　 光乗銘鏨線刻花押分銅裏面

鏨線刻花押分銅 2 面がそれぞれ合致す るこ とか

ら光乗 と比 定 し た。

4 ．徳乗銘鏨線刻花押分 銅に つ い て の 検証

　小川浩 は 「日本古貨幣変遷 史」
25｝

で 、塚本豊

次郎が徳乗 と し て きた増補図版 13 号 「古丁銀」

は 高柳光壽が 述 べ て い る よ うに 徳乗で はな く、

光乗で あ る こ とを早 くか ら指摘 して きた。小川

浩 の 論拠 は、前掲 高 柳光壽 「後 藤光乗 とそ の 作

品 に つ い て 」 で発 表 され た光乗 の 花押 の 実証 分

析に基 づ くもの で あ る
26）

。

　高柳光壽は 昭和 15 （1940 ）年 に公 開 され た加

賀前 田家伝 世 の 光乗 作 三 所物 の 花 押を分 析 し、

「古丁銀 」 の 花押を光乗 と、（A−90）「花押写 」

か ら検証 した
2η
。 しか し、当時 、入 野博所蔵の

光乗銘鏨線刻花押分銅 の 存在 は知 られ てお らず 、
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大 坂 址 か らの 出土 もな か っ た 。

　 平成 14 （2002）年 まで こ の よ うな状況 が長 く

続い た が 、我 々 グル
ープ は入 野 博所 蔵 の 光乗 と

大坂城址 か らの 出土品 か ら、高柳 光壽が未見 と

し た 光 乗銘 鏨 線刻 花押分 銅 を明 ら か に し た c さ

らに 徳乗銘鏨線刻花押分銅 を発 見 し比 定 した。

4 ． 1　 徳乗の諱 「光次」 「光基」 に つ い て

　塚 本 豊次郎 が 資料的根拠 と し た後藤 四郎 兵衛

家史料 （A−98）「由緒書扣」、第 16代 方乗 （文化

13 年 （1816） 一
安政 3 （1856）年）差出 し で は

「右祐乗与五 代 目徳 乗光次儀織 田信長公 時代通

用 金 銀 之 製作 仕候。是 目 本 通用 金 之 最 初 二 御 座

候。且 太 閤秀吉公 時代大判金小 判金吹立 縁 二 桐

之紋極印免許 二 相也 、其上 自分 光次 之 極印打 候

儀 二 相成 申候。其外世上 金銀 之位定并金銀 掛改

分銅役被 申付 出、従先祖領 シ 来候 山城 國之 内二

而知 行弐 百五 拾石 之朱印被賜候」
2“｝ と記 して い

る 、こ の 文書 は後藤宗家が 金座後藤 を掌握 しよ

うと し た 意図的 文書 で あ り、徳 乗 の 諱 を 「光次 」

と して い る。

　徳乗の 諱 は 「光基 」 で あっ て 、金座 初代 後藤

光次が使 用 した 「光次」 とい う諱 を （A−98）「由

緒 書扣 」 で 徳 乗に 付 与 し た の は 、後藤 四 郎兵衛

家史料 （A−95）「後藤桂 乗先祖略歴 書上 （明細書）」

（以
一
ド （A−97）「明細書」 と略記）以 降に 見 られ

る金座後 藤 と の 統合 の 為 の 政治的意図に 基 づ く

もの で あ る
29）

。

　第 14 代桂 乗以 降 、 後 藤四郎 兵 衛家史料 に は意

図的な 「徳乗光次1 が 散見 され る。

　 以 上1 か ら、分銅 に刻印 も し くは 鏨線 刻 され て

い る徳乗銘花押に っ い て の 検証 は 、後 藤四 郎 兵

衛家 史料 （A−99）「大判 金 花 押扣 」 を 参 考に 、前

掲 （A
−87）「心 覚1 に準拠 して 実証分析す るこ と

が 正 確性 を高め る基本要件 で あ る。西 脇康が い

う　
・
部批 判的に 参照 す る必 要 の あ る箇所、10代

廉乗 （寛永 5 （1628）年 一
宝 永 5（1708）年）、U 代

通乗 　（寛 文 4 （1664 ）年
一

亨イ呆6 （1721）／t＃）　び）部／
／＞

を除 い て 、分 銅 の 花押 と （A−87） 「心 覚 」 と の 近

似性 、正 確性 は 疑 い の 余地 が な い
3［1｝

、、

4 ． 2 「後藤 家歴 代 花 押並 紋覚書

　　　　　　　　 （心覚）」 と徳乗花押

　 前掲 （A
−87）「心 覚 」 すなわ ち 「後 藤家歴 代 花

押並紋覚書 （心覚）」 は 、上 述 した後藤四郎兵衛

家史料 （A−90 ） 「花 押写 」 と同様 に 西脇康 に よ っ

て 史料批判 されて い る部分 もあるが 、そ の 極判 、

花押は 最 も信頼を置け る
一

次史料 であ る。 と り

わけ （A−87）「心 覚」 の 徳乗 の 花押は 山田研治所

蔵 3 匁 鏨線 刻花 押分 銅 に 合 致 す る。 し か し

（A−90）「花押写 」に示 され る徳乗の 花押 は天 正

長大判 の 墨 判 とは 異な る。こ の 点が分銅 、大判、

三所物の 花押 との 同一性 をもつ 菱後藤家祐徳 と

の 相 違 で あ る 。

　 占くか ら刀 装具 界で は 典型 的な天 正 艮大判 の

墨判花押 に 近似す る徳乗の 三 所 物は 偽物 であ る

と指摘 され て きた。 こ れは （A−87） 「心 覚 」や

（A−90）「花 押写 」 の 歴 代後藤宗家 の 花押が 二 所

物 や 分銅 の 極判で あ り、天正 長大判に 徳乗が 墨

書 して い る装飾的花押 とは 異体で ある こ とを示

す n

　 もっ とも、こ の 相違が 、（A−87）「心 覚」や （A−90）

「花押 写 」 と三所物及び 分銅 の 花押 とを比 定す

る準拠 としえ る所 以 で あ る 。

　なお （A−90 ） 「花 押 写 」 に は 第 13 代延 乗光孝

（亨保 7 （1722）年一
天明 4（1784）年）ま で の 折紙

の 裏印が あ り 、 改 め を行 っ た事を示 す光美、光

求 の 花押 まで も記 載 され て い る。光美は 第 14

代桂乗 （寛保 1（1741 ）年 一享和 4（1804）年）の r一

第 15代真乗 で ある。光求 （天 明 4 （1784 ）年
一

嘉

永 4（1851）年）は桂乗 の 二 男 も しくは 三 男 で あ

り、分銅所預 り の 勇五 郎 家を興す
11）。

4 ． 3　 徳乗 銘鏨線刻花 押

　我 々 グ ル ープ は 、徳乗の 花押に つ い て （A−87）

「心 覚」 の 極判 を基に 、山 田 研 治所蔵 の 3 匁鏨

線刻花押分銅 、口本民俗資料館所蔵 20 両 鏨線刻

花押分銅 とを対 比 し、徳 乗銘 と比 定 した。

　 こ れ まで徳 乗銘鏨線刻花押分銅 は 山田 研 治所

蔵 の 3 匁 1 面 が 唯
．
で あ り、今回 初め て 目本民

俗 資料館所 蔵 の 20 両 と の 対比 が行 われ 極 判 す

計 量 史 研 究 26−2 ［29］2004，65
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図
一 3　 山 田研 治所蔵 　3 匁

（a ）裏面

　　 　　 　　（b）表面

図
一 4　 日本民 俗資料館所蔵 　20 両

なわ ち花押 の 同
．一

性が認 め られた 。 同時 に 、 今

同の 調査 で 光乗銘鏨線刻花押分銅 と徳 乗 の もの

との 区別 が 可能 に な っ た 。

　特 に 上記 （図 一 2 （b））の 平成 14 年 の 大坂 城

址か らの 光乗銘 5 匁鏨線刻花押分銅出土 は 、徳

乗銘及 び 光 乗銘 分銅 を比 定す る直接 的 契機 と

な っ た
32）。

5 ．徳乗銘鏨線 刻花押分銅 20 両 の 形 状 と質量

　 日本民俗資料館 の 20 両は館 の 資料カ
ー

ド（民

俗 ） に よる と、受け入れ先は 市川 清作 で あ り、

昭和 46 （1971 ）年に 収蔵 され た 。 受 け入 れ 先 の

同氏 は地 元 の 古物業者 で あ り物故 され て い る。

　そ の た め、分銅 の 素性 に つ い て 日 本 民俗 資料

館 の 資料カ
ー

ド （民俗） か ら、こ れ 以上 遡 及す

る こ とは困 難で ある。

5 ． 1　 形 状に つ い て

　資料カ
ー

ド （民俗）に は 、形 状 に つ い て 法量

メ モ が 横 54x 縦 72mm と記 され い る。 しか し平

成 16年 6 月の 小川博 に よ る計測で は 下記 の 如 く

で あ る 。 使用 ノ ギ ス は 1／20mm で あ る。

　上横幅　 55．10mm 　 胴横幅 （中心 ）31．55mm

　 下横幅　 55．75mm　 上 下縦幅　　74．05mm

　 こ の 形 状は 、 古分銅期 の 20 両に 見 られ る典型

的形 状 で 入 野博所 蔵の 祐徳 20 両 1 面 、そ の 他時

折発 見 されて い る 。

5 ． 2　 質量に つ い て

　質量に つ い て 資料カ
ー

ド （民 俗）は 「1 両 ；

37．5g 、20 両＝750g 、実重量 ＝ 749 ，5g 」とな っ

て い る。 し か し、質量 に っ い て は精度が低 い こ

ともあ り、小川博が再 計 測 を行 っ た。新光電子

（株 ）製、電子 天 秤 、
タ イ プ AJ −6200 （秤 量

6200g 、　目量 0．01g 、製造番 号 033970007）　に

よる。

　計測値は 下記 の 通 りで ある。

（計測値）　 第 1 回 　748．57g

　 　　 　　 第 2 回 748．55g

　 　　 　　 第 3 回 　748 ．57g
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　　　　 　　第 4 回 748．　57　g

以 上 か ら、

　 「1両＝37．4285g 、1 匁＝3．743g 」

で あ っ た。

　 こ の 値 は 岩 田 重雄 が 求 め た 江 戸 期 （天 正 1

（1573）年か ら明治 3 （1870）年まで）298年 を

通 じ て の 平均的分銅の 質量 、「1 匁＝＝
　3．　736　g 」

を ヒまわ り、江 戸 中後期の 質量標 準に合致す る 。

岩 田重雄 に よ る と 1 匁あた りの 理 論値 は 1580

年 3．728g 、1615 年 3．730g で あ る
33）
。従 っ て 、

分銅 製作 時に補正 を行 い 補填 され た もの で は な

い
。 江戸 中期か ら末期 に か け て の 補正 で あ る と

推測 され る 。

　な お 、岩 田 重雄 に よ る 山田 研 治所蔵 の 3 匁 鏨

線刻 花押 分銅 の 計測結 果 （図
一 3 ） は 、

　 「3 匁 ＝11．109 、1 匁 ＝3．709 」

で あ っ た 。 メトラ
ー・トレ ド （株 ）製、電子 天 秤 、

PG2002 （秤量 2100g 、目量 0．　Olg）に よる。

5 ． 3　 補正 に つ いて

　江 戸期中後期 の 質量 に 当該 20 両が補填 され

て い る こ とか ら、補填跡 の 側面 の 小桐紋 に 注 目

す る必要 が あ る ，，こ の 小桐 刻 印 は 補填 時 に 打刻

され た と思われ る分銅表面 （図
一 4 （b））の も

の と同
一

で ある。

　後藤分銅特有の 側面 小 桐紋の 打刻印に つ い て

の 研 究は 「改め 印」 関連 の 歴 史的資料 が見 い だ

せ な い こ とと相ま っ て 、今後 の 研 究 を待た な け

れ ば な らな い 。なお 、側 面 の 小 桐紋を分類 し、

正確 に検証 す る の は 困難で あ る が 、計測 され た

質量 か ら理 論的年代値 を計 算 し再 検証す る こ と

は 可能で ある。

　参考ま で に、江 戸 初期 か ら明 治初年 ま で にか

けて の 占分 銅期 の 質量 の 年代測定を した岩田重

雄の 回帰式か ら 「1 両 ＝37．4285g 」 の 推 定年代

を計 算す る と、 こ の 徳 乗銘鏨線刻 花押 分銅 の 補

填年 は以 下 の よ うに な る。

　1580−1870 年 まで の 回帰式
鋤

は 、X を 西暦年、

Y を 1 両 あた りの グ ラ ム 数 とす る と、

　 Y ＝8，4570 × 10
−4

× X 十 3，5941 × 10

で ある。 こ の 式に 1 両 37．4285g を Y に 代 入 す

る と、X は 1759 年 となる 。

　 また、側面 （図一 5 ） か ら分か る よ うに 、分

銅 の くび れ た 部分 の 補填 で あ る こ とが注 目され

る。 こ れ は江 戸 中 ・後期 の 補填 法 で あ り、補填

上に小 桐紋が 打刻 され て い る こ とが 確認 で きる。

　以 ヒか ら判 断す る と 13 代延 乗期 に よ る補正

と推測 され る 。 延乗は寛保 2 （1742）年に 家督

を 12 代壽乗 （元禄 2（1689））年一
寛保 2 年 ）か

ら相続 し た。

図一 5　 胴測面か らの 補填

6 ．小川 博所蔵 「後藤写 」 銘銀秤

　現在 の と こ ろ徳乗 銘 の 3 匁 鏨線刻花押分銅 と

補填補止 されて い る 日本民俗資料館 の 20 両で

は 、徳乗期の 直接的な計測に よる復 元 は困難で

あ る。同様 に 、光 乗期 の 本格的質量 を復 元 す る

には伝 世品、発掘 資料 の 個体数 の 少 な さか ら限

界が あ る。

　 こ の よ うに 、古分銅を 直接計測す る 他に 当時

の 後藤家 の 分銅に 準拠す る棒秤、特 に 銀秤 と の

関連か ら の 復元 が 必 要 と考え られ る 。 「後藤極」

銘 の 銀 秤 の 存在を 、林 英夫 は 「秤座 」
尉

で 指 摘

して い る が、そ の 研 究 は 遅れ て い る。

　現在、伝 世品 の 蒐集か ら の ア ブ ロ
ー

チ が 、入

野博及び 小 川 博に よ っ て 進 め られ て い る 。

6 ． 1　 「後藤極」 銘の 銀秤

　林英夫 の 研究 を基 に 、小川 博は入 野博 とと も

に 棒秤 、特 に 銀秤 か ら後藤家分銅 に よ る 慶長期

の 質量標準化 に つ い て の 実証 研究を進 め て い る。
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江戸期 を通 じて棒秤 の 製造 、販売は周 知の よ う

に 「東国三十 三 力 国 」 を独 占 した守随家、「西国

三 十三 力 国｝を支配 した神 家に よ っ て行 われ た。

　林英夫は以下の よ うに記 して い る。「京都神家

の 秤は、当初 より 「後藤極 」 の 秤量で あ っ た と

思わ れ る が、江戸 守随家の 秤 は 天 正 10 （1582）

年か ら 「後藤極 」 とな り、それ以 前は 、甲州 で

慣用 されて きた秤量 で あ っ た 」
36） と。 しか し、

東西 2 家の 独 占分立 は承応 2 （1653）年 で あ り、

後藤 家 の 分銅 に よ る独 占はや や遅れ て 寛文 5

（1665 ）年で あ る 。

　東西 両 家に よ る棒秤 の 独 占以 前は、両家以外

の 秤 が 幅広 く通 用 して い た。林英夫 は 昭和 43

年に長 野 県佐久 地 方で 「御秤屋 　後藤極　本善

太郎 （花押）」銘打刻 の 銀秤を 発 見 し て い る
37）

。

　守 隋、神両家 に よ る独 占以 前 、室 町 時代 末 か

ら織豊期、徳川初期の 棒秤 に つ い て は、そ の 品

質 を示す ため 「天下
一

」 銘が 皿 に打刻され て い

た こ とが知 られて い る 。 守隋初期正得 （生年不

詳
一

元禄 4（1691 ）年）期 は 、屋 代弘賢 の 「古今

要覧稿」 にあ るよ うに 「天 下
一

」 銘 が打刻 され

て い た。守随の 東国で の 独 占の 浸透 と ともに 「天

下
一

」 銘の 打刻 は元 禄期初め に廃止 され た
38）

。

6 ． 2　 小川博所蔵 「後藤写」 銘の 銀秤

　 「天下
一

」 銘 打刻 の 銀 秤 の 研 究 か ら、小 川博

は銀秤の 中に 「後藤写 」 銘 の あ る伝世品 に注 目

し た。 こ の 銀秤 は 、林英夫が長野県佐 久地 方 で

発 見 し た 「後藤極」 銘打刻の も の と同
一

の 性格

を有す る。

　小川博所蔵銀秤 は 皿 に 「後藤写　天 下
一

　豊

義 （花押 ）」 （図
一 6 ）と打刻 され て い る 。

「後 藤

写 」 は 「後藤極 1 よ り 、 後藤 家分銅 に 準拠 し て

い る こ とを直裁的 に表す銘で ある。

　現在、棒秤 の 精度を調 べ る検定器 がすで に破

棄 され 困難な こ とか ら 、 銀秤の 精度 に つ い て の

調査 方法 は今 後の 課題 で あ る 。

一
般 に 銀秤 の 精

度の 目安 は 1／200 で あ る。

　銀秤 で 「後藤写 」 銘を 打刻 して あ る伝世品は

小川博所蔵の 1挺 にす ぎな い が 、林英夫に よる

図
一 6　 「後藤写 」 銘銀秤

「後藤極」 銘 の 存在 と ともに 更 なる蒐集や検証

へ の 期待 が ふ く らむ 。 林 英夫が 発 見 し た 「御秤

屋 　後 藤極　本善太郎」 の 銀秤 は 、そ の 後入 野

博 が 2 挺発 見 し て い る。

　加 えて、入 野博 は 「後藤今極 　天 下
一

　大和

（花押）」銘の 銀秤 を発見、所蔵 し て お り、こ れ

は入 野 博所蔵 の 「大和」銘銀秤 3 挺 の うち の 1 挺

で あ る。こ の よ うに 17 世紀 中期 ま で 「後藤極 一

「後藤 写」 「後藤今極」と後藤家の 分銅に 準拠 し

て い る こ とを示 す銀秤、棒秤が 流布 した 。 今後

とも さらな る報 告が 期待 され る 。

　 「後藤写」 銘の 銀秤 と後藤家分銅 と の 相関性

に つ い て の 研究は 、銀秤の 精度が 1／200 と粗雑

なこ とか ら今後の 課題 で ある 。

7 ．後藤家の 分銅 と銀秤 「後藤極」

　林英夫は 「権衡の 統
一

的確 立 は 、豊 臣秀吉が

後藤徳乗 を し て 分銅の 製作に あ た らせ 、 後 藤家

の 分銅 に よ る秤 目を秤 量 の 基 準に した こ とか ら、

畿 内 を 中心 とす る 経 済 圏 の 拡大 に と もな っ て

『後藤極 め』の 秤 目が 普及 して い っ た 」 と し て

い る 。 同時 に 「五代 目の 四郎兵衛 徳乗 の 頃か ら

大判、小判、金 銀法馬 （分銅）、天 秤用の 分銅 の

製作 に あ た っ た よ うで あ る」
39） と記す。

　こ の
一

文 に示 され る林英夫 の 基本的見解 は現

在 も踏 襲 され て い るが 、こ れ まで 本稿で論証 し

て きた よ うに 光乗 や徳乗 銘 の 鏨線刻花押 の 分銅
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に つ い て の 調 査が 進み 新た な 展 開 か ら
一部是 正

する必 要が 生 まれ て い る。

　林英夫 の 見解は使用 した資料の 検証 不 足 に起

因 し 、特に 「国 史大辞典」5 巻、「後藤家」 の 項で

「四 代 光 乗 は 乗 真 の 嫡 男 で 、父 戦 死 の の ち は 九

州 へ 移 り住ん だが、やが て元 亀 二 （1571）年 に

帰洛 して信 長の 知遇 を得て 、天 正 九 （158D 年

に は 大判分銅 の 役 を引 き継 い で い る 。 光乗 は 同

十
一
年 に 没 し、光乗 の 嫡男で あ る五代徳乗は分

銅 ・大判 の 役 を引き継 い で い る 」
4 °）

と した記 述

を、無批判で 受 け入れ た こ とが 誤 解を生 ん だ。

　光乗の 没年は 上 記 「後藤 家譜」 「後藤家
一

統 系

図 」 ともに 元和 8 （1622）年 で あ り、天 ［Ell 年

説 に 立 っ 小 笠原信 夫や 遠藤佐 々 喜 の 見解は受 け

入れ が た い 。

　なおまた、小笠原信夫は徳乗の 諱に ［光次」

を あ げ て い る が 、田 谷博吉は 同 じ 「国史 大辞典」

5 巻、「後藤庄 三 郎」 の 項で 、文禄 2 （1593）年

関東 下向の 際 「師家後藤四 郎 兵衛徳乗 （光基 ）

の 養子 とな り 、後 藤家 の 代 々 の 名 乗 り で あ る

『光』の
一

字 を許 され て 光次 と称 し、徳乗の 名

代 と して 関東に 向か っ た」
“ ） とし て い る。従 っ

て 徳 乗 が 「光次」 を名乗 っ た と は 史料的に 考 え

に く く、金座後藤 と大判座後藤 の 統合 をもくろ

む政 治的意図が あ っ た とす る西脇康の 見解が 妥

当で あ る 。

　 も っ とも前掲 「後藤家譜 」 に記 され て い る よ

う に 目 の 悪化 か ら光乗 が 40 歳代 、天 正 期 に 家督

を譲 っ た こ とは推測 され る
tL）

。 こ の 点 と徳乗銘

鏨線刻花押分銅が伝世す る こ と と併せ て思慮す

る と、光 乗銘 鏨 線刻花 押分 銅 の 製造期 間は極 め

て 短 期間 で あ っ た こ とに な る 。

8 ．終わ りに

　後藤 関連 史料 の 整理 が馬 場 章 に よ っ て行 われ 、

平成 15 年に 「金 工後藤家に よる御家彫 の 実証研

究戸
3〕

が刊行 され た 。
こ の 間、馬場章 、 西 脇康

が後藤家史料を翻刻 し、優れ た 業績を 本学会に

提供 し続 けて きた。

　特 に酋脇康は 勘兵 衛家史 料を用 い 手 がか りす

らなか っ た 菱後藤家 の 研 究 へ の ア プ ロ ーチ を行

い 、本稿の 中心 課題で ある 光乗銘鏨線 刻花押分

銅解明 の 手 が か りを 与えた。 さらに西脇康 は後

藤四郎 兵衛家史料の 批判を進 め 「元禄期以 前の

大 判 座 後 藤 系譜 で は 徳 乗 の 諱 （名 乗 〉 は 光基 と

な っ て い るが 、金座 を掌握す るもくろみか ら、

江 戸 中期 の
一

時期 に 光次 と改 竄 し た 形跡 が あ

る 」
nO

と結論 づ けた。

　以前 は 、 後藤四郎兵衛家史料 の 中、（A
−95）第

14 代後藤桂 乗先祖 略歴書上 「明細書」、（A
−98）

第 16 代方乗差 出 し 「由緒書扣 」 が金座掌握 の 政

治的意 図 を も っ た文 書で あ る こ とが分 らず、こ

れ らの 文 書を基礎 史料に用 い た塚 本 豊次郎や 林

英夫の 徳乗 に か か わ る記述は
一

部 に 混乱 と誤謬

を生 じた 。

　我 々 グル
ープは 、西脇康の 史料の 批判研究を

踏ま え、本研 究 で徳乗銘 鏨線刻花押分 銅及 び 光

乗銘鏨線刻花 押分銅 の 存在 を実証 的に 明 らか に

し た。同 時に 、こ れ ま で 小 川 浩や 高柳光寿が 後

藤銘 「占丁銀 」の 花押 を光 乗花押 と指摘 した が 、

なお 未見 と し、未解決 で あ っ た 光乗銘及 び 徳乗

銘 の 古分銅 に つ い て それ ら の 存在を本稿で解明

し た。

　西 脇康に よる後藤家史 料 の 史料 批判 と併せ て 、

本学会会員、入野博や小川博 、森川 年久 の 光乗

銘 、祐徳銘、菱後藤 系銘 、徳乗 銘鏨線刻花押分

銅 お よ び 「天 下
一．d 銘銀秤 の 伝世品 の 蒐集 は 、

織 豊期 質 量標 準 の 実証的研 究 の 主柱で あ る 。

　 また 、昭和 60 （1985）年の 堺環濠都市遺跡 の

祐徳銘 鏨線刻花押分銅の 出土 に始 ま り、平成 14

年大坂城址 か ら の 光乗銘や祐徳銘鏨 線刻 花 押分

銅の 出上 は 、後藤銘 占分銅 を比 定す る決定的役

割 を果た した 。大坂 城址 の 発 掘で 、貴重な資料

を発見 し提供 い た だ い た 江浦 洋 氏 に深 甚 な る感

謝 を 申 し 上 げる。

註

D 後藤家 関連 文書は 馬場章等 に よ っ て 整 理 され

　て い る。 「後 藤家譜 」 は後藤 四郎兵衛 家 史料

　 （A−104 、105）　 で ある。「後藤家譜」 に つ い
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一162 一

N 工工
一Eleotronio 　Library 　



The Society of Historical Metrology, Japan

NII-Electronic Library Service

The 　Sooiety 　of 　Historioal 　Metrology 厂　Japan

　あれ ば初筆 44．5 匁で あ る の で 、 1 匁 あた り
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　 西脇康 ； 大判 座 後藤 と
一

門 の 系 譜 （3）、月刊
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　て は 、下記 の研 究成果報告書を参照。馬場 章 ：
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　が金 座 後藤家を継 ぐ。

An 　Empirical　Study　of 　the　Weights　Engraved　with 　Signature
　　　　　

− Manufactured 　by　Kojyo，Yutoku，and 　Tokujo　GOTO 一

Kenji　YMADA，　Toshihisa　MORIKAWA，　Hiroshi　IRINO，　Hitoshi　OGAWA

Abstract

　 　 The　GOTO　family　had　manufactured 　weights 　since 　the 　early 　moderrl 　era 　in　Japan．　After

Nobunaga　ODA（1534−1582）　gave 　the 　GOTO 　family　the　charter 　in　the 　fifth　of 　Tensyo　era （1577 ），

the 　monopoly 　had　began．　There　were 　7　weights 　that 　were 　excavated 　from　the 　ruins 　Qf 　Osaka

castle 　in　2000．　There　were 　two　kinds　of 　weights 　on 　which 　were 　engraved 　the　signatures 　（kaou）

of 　the 　GOTO　family．　The 　one 　was 　singed 　by　Yutoku　GOTO　（years 　of 　birth　and 　death　unknown ），

and 　the　other 　was 　by　Kojo 　GOTO 　（1529
− 1620）．　These 　signatures 　 were 　carved 　on 　the　back　of 　the

weights ．　In　this 　time ，　Hirosi　Ogawa，　a　 member 　of 　our 　team ，　investigated　a　weight 　preserved

in　　the　Japanese　Folk　Museum　in　Nagano　prefecture ．　Our 　team　confirmed 　that 　the　weight 　was

manufactured 　by　Tokujo　GOTO　（1548−1631）　by　inspection　of 　the 　signature ，

　　As　a　result 　of 　our 　irlvestigations　into　those 　weights ，　we 　identified　the 　serial 　 existence

of 　the　weights 　that 　were 　signed 　by　Kojo　and 　Tokujyo，　who 　were 　the　head　of 　the 　GOTO　family，

Yutoku　GOTO，　 as 　well 　forefather　of 　Hishi　GOTO　family．　Moreover ，　 at 　the 　end 　of 　our

investigations ，　we 　went 　through 　all 　the 　weights 　that 　were 　manufactured 　during　the　regime

of 　Hideyoshi　TOYOTOMI　（1537−1598）　and 　Nobunaga　ODA　by　the 　GOTO 　family ．
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